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1.  平成23年6月期第2四半期の業績（平成22年7月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年6月期第2四半期 217 0.1 54 △7.2 58 △8.0 43 11.5
22年6月期第2四半期 216 6.7 59 16.0 63 15.8 39 330.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年6月期第2四半期 8.73 ―
22年6月期第2四半期 7.83 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年6月期第2四半期 2,285 1,693 74.1 338.71
22年6月期 2,276 1,680 73.8 336.11

（参考） 自己資本   23年6月期第2四半期  1,693百万円 22年6月期  1,680百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年6月期 ― 2.00 ― 5.00 7.00
23年6月期 ― 2.00
23年6月期 

（予想）
― 5.00 7.00

3.  平成23年6月期の業績予想（平成22年7月1日～平成23年6月30日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 430 △0.5 90 △25.9 100 △24.0 55 △33.2 11.00



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「2.その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年6月期2Q 7,735,000株 22年6月期  7,735,000株
② 期末自己株式数 23年6月期2Q 2,735,352株 22年6月期  2,734,130株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年6月期2Q 4,999,938株 22年6月期2Q 5,001,384株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、発表日現在において当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前
提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想の前提となる事項については、四半期決算短信（添
付資料）３ページの１.当四半期の業績等に関する定性的情報（３）業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

  当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、中国経済及びアジア諸国経済の回復に加え、アメリカ経済にも回

復の兆しが見られるようになったため、日本経済にも回復の期待が持たれるようになりました。しかしながらその

期待は自力によるものではないため不確実であり、かつその恩恵を受けるのは一部大企業ばかりで中堅中小企業の

業績は低迷したままであると思われます。  

 このような状況下においても、当社はマクロ経済の動きに一喜一憂することなく、全社的構造改革の推進と、環

境変化への対応を確実に進めて参りました。 

  

   ①賃貸不動産事業部門 

  輸出産業が集約する東海地区は人口転出が転入を上回り、賃貸業界全体の入居率は70％台を維持することも困難

になり、入居率を維持するためには賃料下げを余儀なくされるなど悪循環が続いております。しかし当社では単な

る部屋貸業態から脱却し、差別化された賃貸マンションサービスの提供により満室経営を維持し、賃料も維持して

おります。  

 この結果、売上高204百万円（前年同四半期累計比1.0%減）、売上総利益148百万円（同4.8%増）となりました。

②自転車事業部門 

  自転車事業部門では、自社商品開発に加え、仕入商品の品揃え強化に取り組み、売上の拡大のみでなく収益性の

向上にも努めております。また前期からは商品回転率の向上についても取り組みを始めました。しかし仕入れ先国

の異常気象による工場稼働率の低下により商品の入荷が遅れたために計画の売上を達成するまでには至りませんで

した。  

 この結果、販売台数633台、売上高は12百万円（前年同四半期累計比21.6%増）、売上総利益は４百万円（同

120.7%増）となりました。 

 以上の結果、当第２四半期累計期間の経営成績は、全体で、売上高217百万円（前年同四半期累計比0.1%増）、

営業利益54百万円（同7.2%減）、経常利益58百万円（同8.0%減）、四半期純利益43百万円（同11.5%増）となりま

した。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

(資産・負債及び純資産の状況) 

（流動資産） 

 当第２四半期会計期間末における流動資産の残高は、451百万円(前事業年度末は420百万円)となり、30百万円

増加いたしました。この主な要因は、現金及び預金が増加(391百万円から437百万円へ45百万円の増加)したもの

の、繰延税金資産が減少（15百万円から１百万円へ14百万円の減少）したこと等によるものであります。  

    （固定資産） 

 当第２四半期会計期間末における固定資産の残高は、1,834百万円(前事業年度末は1,856百万円)となり21百万

円減少いたしました。この主な要因は、減価償却費の計上による有形固定資産の減少（1,344百万円から1,334百

万円へ９百万円の減少）や株式の時価の下落により投資有価証券が減少(498百万円から489百万円へ９百万円の減

少)したこと等によるものであります。 

   （流動負債） 

 当第２四半期会計期間末における流動負債の残高は、90百万円（前事業年度末は79百万円）となり、11百万円

増加いたしました。この主な要因は、繰越欠損金が解消されたことにより未払法人税等が増加（０百万円(916千

円)から13百万円へ12百万円の増加)したこと等によるものであります。 

   （固定負債） 

 当第２四半期会計期間末における固定負債の残高は、500百万円(前事業年度末は515百万円)となり、14百万円

減少いたしました。この主な要因は、繰延税金負債が減少(234百万円から217百万円へ16百万円の減少)したこと

等によるものであります。 

   （純資産） 

 当第２四半期会計期間末における純資産の残高は、1,693百万円(前事業年度末は1,680百万円)となり、12百万

円増加いたしました。この主な要因は、投資有価証券の時価の下落に伴うその他有価証券評価差額金の減少

（224百万円から218百万円へ５百万円の減少）があったものの、利益剰余金が増加(1,342百万円から1,361百万

円へ18百万円の増加)したこと等によるものであります。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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   (キャッシュ・フローの状況) 

 当第２四半期会計期間における現金及び現金同等物の期末残高は277百万円となり、前事業年度末に比べ45百万

円の増加となりました。また、当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の

とおりです。  

   〔営業活動によるキャッシュ・フロー〕 

 営業活動の結果、得られた資金は84百万円（前年同期は98百万円の獲得）となりました。これは主に税引前四半

期純利益58百万円及び減価償却費23百万円を計上したこと、また、たな卸資産の減少による収入が３百万円あった

ことによるものです。 

    

   〔投資活動によるキャッシュ・フロー〕 

 投資活動の結果、使用した資金は６百万円（前年同期は４百万円の使用）となりました。これは主に有形固定資

産の取得による支出が６百万円あったことによるものです。 

  

   〔財務活動によるキャッシュ・フロー〕 

 財務活動の結果、使用した資金は32百万円（前年同期は50百万円の使用）となりました。これは主に、配当金の

支払いを24百万円、借入金の返済を７百万円行ったことによるものです。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 平成23年６月期の業績予想につきましては、現時点では、平成22年８月９日に公表いたしました業績予想に変更

はありません。 

  

  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 棚卸資産について  

 当第２四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚卸高を基礎と

して合理的な方法により算定しております。  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１．「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

 当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用して

おります。 

 なお、資産除去債務の負債計上及び対応する除去費用の資産計上に代えて、不動産賃借契約に関連する敷金の回

収が最終的に見込めないと認められる金額を合理的に見積り、そのうち当第２四半期累計期間の負担に属する金額

を費用に計上する方法によっております。 

 この結果、従来の方法と比較して、税引前四半期純利益は1,035千円減少しております。なお、営業利益及び経

常利益に与える影響は軽微であります。  

２．表示区分の変更 

 賃貸不動産事業部門において、従来、賃貸不動産事業に係る営業費用を売上原価として処理しておりましたが、

当第１四半期会計期間より、売上原価の一部を販売費及び一般管理費として表示することといたしました。この変

更は、同部門に係る販売費及び一般管理費が今後事業拡大に伴って拡大すると予測されるため、売上と売上原価の

対応の観点から、より適切に区分表示するために変更したものであります。 

 これにより、従来と同一の基準によった場合に比べ、売上原価は3,500千円減少し、売上総利益が同額増加して

おりますが、販売費及び一般管理費が同額増加しております。 

 なお、これによる営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響はありません。 

  

  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。   

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 437,390 391,465

売掛金 2,173 680

商品 4,414 6,727

繰延税金資産 1,876 15,906

その他 5,553 5,768

貸倒引当金 △190 △265

流動資産合計 451,218 420,283

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 638,297 647,534

土地 677,260 677,260

その他（純額） 18,564 19,321

有形固定資産合計 1,334,123 1,344,116

無形固定資産 1,906 2,391

投資その他の資産   

投資有価証券 489,249 498,993

その他 14,191 16,000

貸倒引当金 △5,404 △5,464

投資その他の資産合計 498,037 509,530

固定資産合計 1,834,066 1,856,038

資産合計 2,285,285 2,276,321

負債の部   

流動負債   

買掛金 453 479

1年内返済予定の長期借入金 － 7,700

未払法人税等 13,860 916

賞与引当金 544 461

その他 76,035 70,243

流動負債合計 90,893 79,801

固定負債   

繰延税金負債 217,295 234,048

退職給付引当金 8,727 8,467

役員退職慰労引当金 57,239 54,855

長期預り保証金 217,699 218,284

固定負債合計 500,961 515,655

負債合計 591,855 595,456
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年６月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 400,000 400,000

資本剰余金 41,381 41,381

利益剰余金 1,361,218 1,342,588

自己株式 △328,074 △327,820

株主資本合計 1,474,525 1,456,149

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 218,904 224,715

評価・換算差額等合計 218,904 224,715

純資産合計 1,693,429 1,680,864

負債純資産合計 2,285,285 2,276,321
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高   

商品売上高 10,450 12,713

不動産賃貸収入 206,418 204,403

売上高合計 216,868 217,116

売上原価   

商品売上原価 8,288 7,941

不動産賃貸原価 64,346 55,531

売上原価合計 72,635 63,473

売上総利益 144,233 153,642

販売費及び一般管理費 85,095 98,775

営業利益 59,138 54,867

営業外収益   

受取利息 227 121

受取配当金 4,058 3,358

雑収入 1,025 639

営業外収益合計 5,311 4,119

営業外費用   

支払利息 417 32

雑損失 165 198

支払手数料 9 0

営業外費用合計 592 231

経常利益 63,858 58,755

特別利益   

前期損益修正益 614 －

投資有価証券売却益 617 －

貸倒引当金戻入額 316 135

役員退職慰労引当金戻入額 － 1,160

特別利益合計 1,548 1,295

特別損失   

前期損益修正損 22 －

固定資産除却損 28 698

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 945

特別損失合計 50 1,643

税引前四半期純利益 65,356 58,407

法人税、住民税及び事業税 91 13,556

法人税等調整額 26,126 1,216

法人税等合計 26,217 14,773

四半期純利益 39,138 43,634
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 65,356 58,407

減価償却費 24,644 23,574

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 945

賞与引当金の増減額（△は減少） △67 83

退職給付引当金の増減額（△は減少） 265 260

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,210 2,383

貸倒引当金の増減額（△は減少） △316 △135

受取利息及び受取配当金 △4,286 △3,479

投資有価証券売却損益（△は益） △617 －

支払利息 417 32

固定資産除却損 28 698

売上債権の増減額（△は増加） 943 △2,139

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,361 3,063

その他の流動資産の増減額（△は増加） 2,210 △561

その他の固定資産の増減額（△は増加） 876 763

仕入債務の増減額（△は減少） 152 △26

未払金の増減額（△は減少） △4,508 979

未払費用の増減額（△は減少） △266 △77

長期預り金の増減額（△は減少） △261 △585

その他の流動負債の増減額（△は減少） 2,677 △2,940

小計 94,820 81,245

利息及び配当金の受取額 3,971 3,479

利息の支払額 △371 △21

法人税等の還付額 618 660

法人税等の支払額 △180 △427

営業活動によるキャッシュ・フロー 98,857 84,936
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（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年12月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △5,411 △6,504

投資有価証券の取得による支出 △304 △5

投資有価証券の売却による収入 1,014 －

貸付金の回収による収入 60 60

差入保証金の差入による支出 － △67

差入保証金の回収による収入 － 58

投資その他の資産の増減額（△は増加） △20 △40

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,662 △6,499

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △26,175 △7,700

自己株式の取得による支出 △50 △254

配当金の支払額 △24,628 △24,558

財務活動によるキャッシュ・フロー △50,854 △32,512

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 43,341 45,924

現金及び現金同等物の期首残高 115,843 231,465

現金及び現金同等物の範囲の変更による増加額 921 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 160,106 277,390
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 該当事項はありません。 

  

  

 当社は賃貸不動産事業の割合が、売上高合計及び売上総利益の合計額においていずれも90%を超えているた

め、記載を省略しております。 

  

 (追加情報) 

 当第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成21年３

月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号 平成20年

３月21日)を適用しております。   

  

 該当事項はありません。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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生産、受注及び販売の状況 

(1）仕入実績 

当第２四半期累計期間における仕入実績を品目別に示すと次のとおりであります。  

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(2）受注状況 

 該当事項はありません。 

(3）販売実績 

  当第２四半期累計期間における販売実績を品目別に示すと次のとおりであります。 

(注）1．前第２四半期累計期間及び当第２四半期累計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対

する割合は次の通りであります。 

(注）２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。  

４．補足情報

品目 

当第２四半期累計期間 
（自 平成22年７月１日 
至 平成22年12月31日） 

金額（千円） 前年同四半期比（％） 

 軽快車  216 .4 △33

 子供車  595  4.6

 ミニサイクル  181  △13.4

 スポーツ車  3,543  200.6

 特殊車   428  2,419.1

 自転車部品他  738  239.9

合計  5,703  126.6

品目 

当第２四半期累計期間 
（自 平成22年７月１日 
至 平成22年12月31日）  

 金額(千円） 前年同四半期比（％）  

 軽快車  3,173  53.6

 子供車  2,989  △25.6

 ミニサイクル  976  34.0

 スポーツ車  4,322  36.9

 特殊車   537  231.6

 自転車部品他  713  125.6

小計  12,713  21.6

 不動産賃貸   204,403  △1.0

合計  217,116  0.1

相 手 先 

前第２四半期累計期間 
（自 平成21年７月１日 
至 平成21年12月31日） 

当第２四半期累計期間 
（自 平成22年７月１日 
至 平成22年12月31日） 

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％） 

コーナン商事株式会社     128,538  59.3  128,538  59.2

株式会社ユタカファーマシー  20,100  9.3  20,100  9.3
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